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綜
合
整
理
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覧
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三
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柳

田

聖

山

一

臨
濟
栽
松
の
話
と
い
う
の
は
、
臨
濟
が
曾
て
黄
巣
の
許
に
あ
つ
た
と
き
、
山
中
に
松
を
栽
え
て
い
た
こ
と
に
因
ん
で
、
黄
果
が
そ
の
將
來

を
囑
し
、

「
吾
が
宗
汝
に
至
つ
て
大
い
に
世
に
興
ら
ん
」
と
言
つ
た
話
を
指
す
が
、
從
來
こ
の
話
を
特
に
臨
濟
栽
松
話
と
構
し
て
重
覗
す
る

の
は
、
こ
の
話
に
つ
い
て
潟
山
と
仰
山
が
問
答
し
、
黄
巣
の
こ
の
語
が
實
は
臨
濟
輝
、
若
し
く
は
臨
濟
宗
の
將
來
を
豫
言
し
た
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
今
、
そ
の
全
文
を
引
く
と
、
臨
濟
録
の
行
録
の
條
に
、

-

師
栽
松
次
、
黄
巣
問
、
深
山
裏
栽
許
多
作
什
磨
、
師
云
、

一
與
山
門
作
境
致
、
二
與
後
人
作
標
榜
。
道
了
將
鎧
頭
打
地
三
下
。
黄
桀
云
、

錐
然
如
是
、
子
已
喫
吾
三
十
棒
了
也
。
師
又
以
鍵
頭
打
地
三
下
、
作
嘘
嘘
聲
。
黄
乗
云
、
吾
宗
到
汝
大
興
於
世
。
後
、
濾
山
墾
此
語
問
仰

山
、
黄
乗
當
時
祇
囑
臨
濟

一
人
、
更
有
人
在
。
仰
山
云
、
有
、
紙
是
年
代
深
遠
、
不
欲
摯
似
和
尚
。
濾
山
云
、
錐
然
如
是
吾
亦
要
知
、
汝

但
響

。
仰
山
云
、

天

指
南
、
呉
越
令
行
、
遇
大
風
印
止
。
騰
唄

和

と
云
い
、
仰
山
の
一
人
指
南
、
呉
越
令
行
云
云
の
句
が
臨
濟
宗
の
將
來

の
獲
展
、
特
に
風
穴
延
沼
の
出
生
と
活
躍
を
豫
想
し
た
も
の
と
解
繹
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さ
れ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

仰
山
が
識
偶
の
解
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
、
租
堂
集
第
十
八
に
、
彼
が
西
天
二
十
七
祀
般
若
多
羅
や
、
六
租
慧
能
の
遷
化
の
と
き
の
識
偏

に
つ
い
て
濾
山
と
問
答
す
る
次
の
様
な
事
例
が
あ
り
、
恐
ら
く
歴
史
的
事
實
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

仰
山
問
濾
山
云
、
西
天
二
十
七
租
般
若
多
羅
、
玄
記
琿
宗
向
後
三
千
年
事
、
時
至
分
寸
不
移
。
只
如
和
尚
。
今
時
還
得
不
。
灘
山
云
、
此

是
行
通
邊
事
、
我
今
未
得
。

我
是
理
通
學
、
亦
是
通
自
宗
、
所
以
未
具
六
通
。

仰
山
諮
濾
山
云
、

只
如
六
租
和
尚
、
臨
遷
化
時
付
囑
諸

子
、
取

一
錠
鍵
可
重
二
斤
、
安
吾
頸
中
、
然
後
漆
之
。
諸
子
問
日
、
安
鐡
頸
申
、
復
有
何
意
。
六
租
云
、
將
紙
筆
來
、
吾
玄
記
之
。
五
六

年
中
、
頭
上
養
親
、
口
裏
須
喰
、
遇
瀟
之
難
、
楊
柳
爲
官
。
潟
山
云
、
汝
遷
會
租
師
玄
記
意
不
。
仰
山
云
、
會
其
事
過
也
。
濾
山
云
、
其

事
錐
則
過
、
汝
試
説
看
。
仰
山
云
、
五
六
年
中
者
三
十
年
也
。
頭
上
養
親
者
遇

一
孝
子
、
口
裏
須
喰
者
数
数
設
齋
也
。
遇
浦
之
難
者
是
汝

州
張
深
満
也
。
被
新
羅
櫓
金
大
悲
將
銭
雇
、
六
租
戴
頭
景
愉
衣
鉢
。
楊
柳
爲
官
者
、
楊
是
紹
州
刺
史
柳
是
曲
江
縣
令
、
驚
畳
後
於
石
角
壷

捉
得
。

和
爾
今
時
有
此
見
不
。

濡
山
云
、
此
是
行
通
、
我
亦
未
得
、
此
亦
是
六
通
籔
。

仰
山
云
、
諮
和
尚
、
和
尚
今
時
若
記
人
見
解
印

得
、
若
記
人
行
解
師
属
人
情
、
不
是
佛
法
。
濡
山
喜
云
、
百
丈
先
師
記
、
十
敷
人
會
佛
法
會
暉
、
向
後
千
百
人
園
邊
、
及
其
自
住
数
不
。

仰
山
云
、
慮
恐
如
此
、
然
則
聖
意
難
測
、
或
逆
或
順
、
亦
非
慧
寂
所
知
。
濡
山
云
、
汝
向
後
還
記
人
不
。
仰
山
云
、
若
記
只
記
見
解
、
不

記
行
解
。
見
解
鵬
口
密
、
行
解
属
意
密
、
未
齊
曹
漢
、
不
敢
記
人
。
潟
山
云
、
子
何
故
不
記
。
仰
山
云
、
燃
燈
身
前
事
、
這
邊
属
衆
生
行

解
無
慧
。
灘
山
云
、
燃
燈
後
汝
還
記
得
渠
不
。
仰
山
云
、
若
燃
燈
後
、
他
自
有
人
記
、
亦
不
到
慧
寂
記
。

こ
の
記
載
は
到
讃
し
難
い
黙
が
多
い
が
、
玄
記
、
又
は
記
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
明
か
に
懸
記
の
意
で
、
濾
仰

の
間
で
曹
漢
の
懸
記
が

し
き
り
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
し
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
仰
山
は
又

一
般
に
小
繹
迦
と
呼
ば
れ
、
後
述
す

る
臨
濟
の
塔
記
の
中
に
も

こ
の
構
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
仰
山
語
録
そ
の
他
に
見
え
る

一
梵
櫓
と
の
機
縁
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
庭
が
、

右
の
租
堂
集
の
記
載
に
よ
る
と
、
彼
の
懸
記
の
解
は
曹
漢
の
そ
れ
に
な
ら
つ
た
も
の
ら
し
い
か
ら
、
或
は
六
租
慧
能
が
生
前
に
慧
能
繹
迦
と
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自
稻
し
て
い
た
事
實

(曹
漢
大
師
別
傳
)
と
考
え
合
わ
せ
て
、
彼
自
ら
小
繹
迦
と
稻
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
も
推
せ
ら
れ
る
。
彼
が
曹
漢
慧

能
に
私
淑
し
た
の
は
、
そ
の
出
生
と
開
法
の
地
が
曹
漢
に
近
く
、
曹
渓
別
傳
等
に
見
え
る
梁
の
智
藥
三
藏
や
陳
の
眞
諦
三
藏
、
更
に
寳
林
傳

所
牧
の
般
若
多
羅
懸
記
等
に
關
心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
臨
濟
録
の
勘
辮
や
行
録
に
は
、
彼
が
灘
山

と
と
も
に
臨
濟
の
機
縁

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
十
則
に
及
ん
で
居
り
、
殊
に
臨
濟
栽
松
話
と
關
係
の
深
い
も
の
は
、
所
謂
臨
濟
破
夏
の
縁

に
關
す
る
そ
れ
で
、

後
、
濾
山
問
仰
山
、
臨
濟
莫
享
負
他
黄
粟
也
無
。
仰
山
云
、
不
然
。
濡
山
云
、
子
又
作
腰
生
。
仰
山
云
、
知
恩
方
解
報
恩
。
濾
山
云
、
從

上
古
人
還
有
相
似
底
也
無
。

仰
山
云
、
有
、
祇
是
年
代
深
遠
、
不
欲
墾
似
和
尚
。

濾
山
云
、
難
然
如
是
吾
亦
要
知
、
子
但
墾
看
。

仰
山

云
、
舐
如
榜
嚴
會
上
、
阿
難
讃
佛
云
、
將
此
深
心
奉
塵
刹
、
是
則
名
爲
報
佛
恩
。
量
不
是
報
恩
之
事
。
濾
山
云
、
如
是
如
是
、
見
與
師
齊

減
師
牛
徳
、
見
過
於
師
、
方
堪
傳
授
。

と
云
い
、
栽
松
話
が
臨
濟
輝
の
將
來
を
豫
言
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
こ
の
話
は
、
臨
濟
暉
の
宗
源
を
明
か
し
た
も
の
と
し
て
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
濾
仰
の
問
答
が
こ
の
様
に
臨
濟
輝
の
起
り
と
そ
の
登
展
漕
長
に
封
し
て
深
い
意
義
を
も
つ
て
い
る
の
は
、
濾
仰
二
人
が

黄
葉
や
臨
濟
に
封
し
、
共
に
百
丈
の
琿
を
承
け
る
法
叔
の
關
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
寧
ろ
、
歴
史
的
に
は
臨
濟
録

の
勘
辮
や
行
録
に
見
ら

れ
る
黄
粟
や
臨
濟

の
機
縁
そ
の
も
の
が
潟
仰
の
問
答
評
論
に
よ
つ
て
傳
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
臨
濟
栽
松
話
と
言
わ
れ
る

一
則
は
、
本
來
の
機
縁
そ
の
も
の
と
し
て
よ
り
は
、
寧
ろ
濡
仰
の
評
論
に
よ
つ
て
よ
り
重
要
な
意
義

を
與
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
傳
燈
録
十
三
、
臨
濟
の
章
に
見
え
る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
其
庭
に
種

々
の
問
題
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
印
ち
、
傳
燈
録
で
は
、

師
與
黄
葉
栽
杉
。
黄
乗
日
、
深
山
裏
栽
許
多
樹
作
腰
。
師
日
、
與
後
人
作
古
記
。
乃
將
鍬
拍
地
爾
下
、
黄
粟
拮
起
控
杖
日
、
汝
喫
我
棒
了

塊

師
作
罐

聲

墓

貝

五.宗
到
汝
此
記
方
境

獺
醐

融
羅
鑛

轍
遡

懸
擁

禰
繍

翻

餌
講
墾

跡
囑
鵬
鱗

鶴
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記
方
出
ひ
又
云
、
若
遇
大
風
此
記

亦
出
。
濡
山
云
、
如
是
如
是
。

と
あ
つ
て
、
本
文
自
艦
に
多
少
の
文
字

の
相
違
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
黄
桀
の
後
語
の
解
澤
に
つ
い
て
、

一
人
指
南
呉
越
令
行
と
、
遇
大

風
此
記
亦
出
と
が
二
句
に
切
ら
れ
て
い
る
鮎
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
、
後
句
の

「
遇
大
風
此
記
亦
出
」
は
、

「
濁
坐
震
威
此
記

方
出
」
の
句
と
共
に
、
仰
山
の
前
句
の
注
と
し
て
、

南
塔
和
尚
が
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

尤
も
、
南
塔
の
注
は
、

濁
坐
震
威
の
句
の
み

で
、
又
云
遇
大
風
云
云
は
仰
山
の
語
で
あ
り
、
こ
れ
に
封
し
て
潟
山
が
如
是
如
是
と
言

つ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
濁
坐
震
威

此
記
方
出
と
、
遇
大
風
此
記
亦
出
は
二
句
で
鍬
に
な

つ
て
居
り
、
此
.記
と
い
う
の
は
黄
蘂
の
語
を
指
す
よ
り
も
寧
ろ
仰
山
の

一
人
指
南

の
語

を
指
し
て
い
る
様
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
南
塔
が
こ
の
二
句
に
よ
つ
て
仰
山
の
懸
記
を
解
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
南
塔
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
仰
山
の
法
を
嗣
い
だ
南
塔
光
涌
で
、
輝
林
櫓
寳
傳
八
に
よ
る
と
、
八
五
〇
ー
九
三
六
年
の
人
で
あ
り
、
臨
濟
よ
り
は

一
世
代

も
し
く
は
二
世
代
後
に
當
り
、
恰
も
南
院
慧
顯

(

1
㊤ωo)
と
同
時
代
で
あ
る
。
從
つ
て
、

一
般
に

一
人
指
南
云
云
の
句
が
風
穴
を
指
す
も

の
と
解
さ
れ
る
た
め
に
重
要
な
鍵
と
な
る
大
風
の
語
は
、
實
は
當
初
か
ら
潟
山
仰
山
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
な
く
し
て
、
南
塔
に
よ

つ
て
附
加
さ
れ
た
注
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
が
明
か
に
な
る
。
少
く
と
も
、
こ
の
句
が
風
穴
延
沼

(。。8
1
鶏
ω)
を
豫
想
す
る
も
の
だ
と
す
る
解
繹

に
は
、
潟
山
蜜
砧
(ミ
μー
。。器
)
は
關
係
を
も
た
ず
、
場
合
に
よ
る
と
仰
山
慧
寂

(。。o刈ー
。。。。ω)
そ
の
人
も
關
係
を
も
た
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な

い
。
年
代
的
に
み
れ
ば
極
め
て
明
白
な
以
上
の
事
實
が
、
や
や
も
す
れ
ば
聯
秘
的
な
識
記
や
未
來
記
の
語
解
の
故
に
、
後
代
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
恰
か
も
潟
山
や
仰
山
が
他
心
通
に
よ
つ
て
風
穴
の
出
生
を
豫
言
し
、
或
は
自
ら
風
穴
の
嗣
首
山
と
な
つ
て
再
生
し
た
な
ど
い
う
こ
と
を

主
張
す
る
も
の

(後
述
の
覧
範
慧
洪
)
さ
え
出
ず
る
に
至

つ
た
こ
と
は
、
懸
記
の
精
神
を
大
い
に
誤
つ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
む
し
ろ
も
と
南
塔
の
も
の
で
あ
つ
た
大
風
の
句
を
濡
仰
の
未
來
記
と
見
な
し
て
、
こ
れ
を
風
穴
と
結
び
つ
け
ん
と
す
る
解
繹
が
、
實

際
は
風
穴
の
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
風
穴
延
沼
の
活
躍
が
遡
つ
て
濡
仰
の
識
記
を
攣
化

せ
し
め
る
に
至
つ
た
黙

を
明
か
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
こ
と
は
風
穴
自
身
が
濾
仰
の
識
記
を
恣
意
的
に
創
作
し
た
と
か
、
彼
の
弟
子
た
ち
が
そ
れ
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を
主
張
し
た
と
い
う
の
で
な
く
し
て
、
か
か
る
解
繹
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
る
べ
き
素
材
は
、
す
で
に
濾
山
仰
山
或

は
南
塔
等
の
人
々
に
存

し
た
の
で
あ
り
、
風
穴
及
び
彼
の
系
統
の
人
々
は
南
塔
等
の
言
う
と
こ
ろ
を
積
極
的
に
臨
濟
暉
の
獲
展
消
長
の
意
に
解
繹
し
た
ま
で
で
あ
ろ

う
.。
尤
も
、
南
塔
の
評
論
そ
の
も
の
を
も
後
代
に
風
穴

一
派
の
人
々
が
作
つ
た
と
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
大
風
は
必
ず
し
も
風
穴
の
意

に
限
ら
ず
、
又

一
人
指
南
の
句
も
必
ず
し
も
風
穴
に
關
係
せ
し
め
る
こ
と
な
し
に
解
繹
可
能
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も

と
如
何
な
る
意
味
で
こ

の
句
が
言
い
出
さ
れ
た
か
を
今
日

一
義
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
例
え
ば
、
當
時
の
臨
濟
下
の
弟
子
の
中
で
、
南
方
呉
越
の
地
に
遊

歴
し
た
人
は
、
現
存
資
料
で
知
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
興
化
存
漿

(。。ωoI
。。。。c。)
を
始
め
と
し
て
、
三
聖
慧
然
、
寳
壽
沼
、
定
上
座
、
更
に

興
化
の
侍
者
で
あ
つ
た
守
廓
上
座
等
敷
人
が
あ
り
、
當
時
の
輝
徒
の

一
般
傾
向
と
し
て
南
北
交
流
の
史
實
を
跡
ず
け
る
こ
と
は
極
め
て
容
易

で
あ
る
。
從

つ
て
、
仰
山
の

一
人
指
南
の
句
が
若
し
歴
史
的
に
確
實
に
彼
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
當
時

の
輝
徒
の
活
動
を

一
般

的
に
豫
言
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
又
、
大
風
の
旬
が
若
し
風
穴
を
指
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
な
ら

ば
、
南
院
慧
顯
と
同
時
代
の
南
塔
光
涌
が
、
南
院
の
法
を
嗣
い
だ
風
穴
の
活
動
を
豫
言
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
年
代
的
に
疑
問
は
な
い

わ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
も
と
黄
奨
の

「
吾
宗
到
汝
大
興
於
世
」
の
語
の
解
繹
を
め
ぐ
つ
て
、
世
代
の
異
る
二
人
の
豫
言
を
同

一
の
事
實
と

し
て

一
貫
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
、
而
も
こ
れ
を
風
穴
延
沼
の
活
動
を
指
す
も
の
と
し
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
來
の
史
實
と

異
つ
た
別
な
問
題
が
生
じ
て
來
た
と
い
う
黙
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

實
際
、
こ
の
濾
仰
の
識
記
は
、
後
代
に
な
る
に
從
つ
て
、
臨
濟
暉
の
歴
史
的
護
展
の
事
實
と
、

「
年
代
深
遠
」
と

い
う
句
の
含
み
と
相
侯

ち
、
種
々
な
る
解
繹
を
生
む
に
至
つ
て
い
る
の
で
、
今
そ
の
主
な
も
の
を
摯
げ
る
と
大
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
、
北
宋
末
の
畳
範
慧
洪

(δ
ニ
ー
H這
OQ)
は
、
そ
の
智
謹
傳
第

一
に
、

昔
黄
奨
嘗
遣
臨
濟
馳
書
至
濾
山
、
既
去
、

濾
山
間
仰
山
日
、
寂
子
此
道
人
他
日
如
何
。

樹
日
、
黄
乗
法
道
頼
此
人
、

他
日
大
行
呉
越
之

間
、
然
遇
大
風
則
止
。
濾
山
日
、
莫
有
績
之
者
否
。
封
日
、
有
、
但
年
代
深
遠
、
不
復
暴
似
。
濾
日
、
子
何
惜
爲
我

一
墾
似
耶
。
於
是
、
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仰
山
獣
然
日
、
將
此
深
心
奉
塵
刹
、
是
則
名
爲
報
佛
恩
。
風
穴
暮
年
常
憂
仰
山
之
識
已
躬
當
之
。
乃
有
念
公
、
知
爲
仰
山
再
來
也
。

と
言
つ
て
、
仰
山
の
識
語
を
風
穴
と
解
し
つ
つ
、
も
と
の
機
縁
そ
の
も
の
を
破
夏
の
話
、
及
び
馳
書
濾
山
の
話
と
結
び
つ
け
て
、
首
山
を
以

て
仰
山
の
再
來
と
す
る
新
奇
の
読
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
読
は
、
別
に
彼
の
石
門
文
字
縄
第
二
十
九
、
斬
州
資
幅
院
逢
暉
師
碑
銘
井
序
の
作

に
も
見
え
る
か
ら
、
彼
は
こ
の
読
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
批
到
的
に
見
れ
ば
荒
唐
た
る
を
冤
れ
ず
、
後
に
叢
林
公
論
の
著
者
の
鋭

い
反
論
を
受
け
た
る
こ
と
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
降

つ
て
、
聯
燈
會
要
の
著
者
晦
翁
悟
明
は
、
そ
の
第
九
巻
の
巻
外
に
新
た
に
大
慧
宋
呆

(HOQ◎㊤ー
Hド①ω)
説
を
主
張
し
て
次
の
様
に
言

う
。叢

林
皆
以
、
風
穴
沼
暉
師
當
是
記
。
或
者
日
、
考
其
年
代
、
風
穴
在
嚢
州
華
嚴
作
維
那
時
、
與
廓
侍
者
同
夏
、
即
朋
輩
也
。
廓
伺
及
見
徳

山
、
沼
錐
不
見
臨
濟
、
已
致
身
叢
林
久
　
。
安
得
年
代
深
遠
乎
。
又
云
、
呉
越
令
行
遇
大
風
而
止
。
皆
無
所
謂
。
此
記
蓋
預
識
妙
喜
也
。

妙
喜
爲
臨
濟
十
二
世
孫
、
可
謂
年
代
深
遠
。

先
住
呉
之
径
山
、
後
住
越
之
阿
育
王
、

可
謂
呉
越
令
行
也
。

然
賢
聖
識
記
、
故
不
可
得
而

知
。
宗
門
既
無
利
害
。
聞
諸
塁
議
、
護
筆
巻
末
。
智
者
審
其
疑
以
焉
。

又
、
大
光
明
藏
の
著
者
寳
曇
橘
洲
は
、
そ
の
臨
濟
の
論
に

吾
臨
濟
宗
旨
、
非
從
黄
巣
得
來
也
。
至
力
誕
暉
病
直
指
本
根
、
現
狼
敷
千
萬
言
、
如
迦
陵
仙
音
遍
十
方
界
。
所
謂
錐
聖
臨
濟
不
居
也
。
正

法
眼
藏
十
有
二
傳
、
而
至
子
今
不
混
。
吾
知
其
待
阿
逸
多
出
世
更
千
萬
傳
、
皆
吾
濟
北
之
道
也
。
復
何
慮
哉
。

と
云
つ
て
、
暗
に
十
有
二
傳
の
大
慧
を
意
識
し
つ
つ
、
こ
れ
を
連
芳
無
窮
の
意
に
解
し
て
居
り
、
こ
の
説
は
、
希
婁
紹
曇
の
正
宗
管
に
も
、

石
室
租
誘
の
編
年
通
論
巻
二
十
七
の
評
論
に
も
承
け
つ
が
れ
、
更
に
又
我
が
東
陽
英
朝

(H心卜◎○◎ー
一㎝O幽)
に
も
及
ん
で
、
彼
の
宗
門
正
燈
録
第

二
の
論
に
、

仰
山
大
風
之
識
、
蕾
是
記
風
穴
也
。
悟
明
聯
燈
録
却
言
妙
喜
符
之
。
其
批
判
似
則
似
、
奈
何
江
湖
輿
論
太
別
。
如
彼
二
曇

一
誘
、
分
明
瀾
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大
口
而
道
、
吾
濟
北
之
道
、

到
彌
勒
下
生
終
不
可
混
紹
　
α

蘇
是
観
之
、
小
繹
迦
記
亦
恐
指
大
三
災
最
後

一
風
哉
。

鷹
奄
租
師
蒋
山
語

録
、
普
請
栽
松
上
堂
、
塞
這
因
縁
、
拮
云
、
仰
山
見
解
未
出
常
流
、
量
止
遇
大
風
印
止
。
當
時
何
不
道
、
直
待
盧
空
界
蓋
此
話
方
大
行
。

豊
不
是
頭
正
尾
正
。

と
云
っ
て
、
慮
奄
曇
華
・(HHOωー
昌
①ω)
に
こ
の
読
が
あ
つ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
無
著
道
忠

(お
認
i
ミ
最
)
は
臨
濟
録
疏
漁
…巻
五
に
更

に
こ
れ
ら
の
諸
読
を
批
評
し
て
、

仰
山
之
識
、
後
之
論
者
以
爲
風
穴
、

而
風
穴
太
近
、
不
可
爲
年
代
深
遠
。

途
以
大
慧
充
之
、
抑
錐
合
呉
越
令
行
、

然
大
風
而
止
未
獲
白

　
。
錐
得
十
二
傳
、
恐
未
足
爲
年
代
深
遠
。
或
議
爲
壊
劫
之
風
災
、
然
呉
越
令
行
又
成
不
解
。
鯨
矯
謂
皆
海
底
模
針
之
論
耳
。
臆
、
江
湖

輿
論
本
出
干
胸
臆
、
復
不
可
以
爲
楷
定
。
況
二
曇

一
誘
非
明
言
當
到
彌
勒
下
生
乎
。
若
夫
如
眞
正
大
道
、
何
但
到
彌
勒
下
生
、
到
大
三
災

最
後

一
風
而
已
乎
。
強
引
風
災
、
欲
合
大
風
止
、
此
亦
柾
費
力
　
。
誠
教
後
世
信
順
之
難
突
。
由
余
観
之
、
仰
山
道
年
代
深
遠
、
他
後
歴

千
萬
世
必
有
呉
越
令
行
遇
大
風
止
者
、
而
時
未
至
、
謝
欲
依
己
見
將
事
來
強
牽
合
、
實
爲
無
盆
焉
。
抑
始
皇
忌
亡
秦
者
胡
也
之
語
、
撃
胡

築
長
城
、
而
至
二
世
胡
亥
秦
亡
。
宋
忌
寒
在
五
更
頭
之
識
、
爲
減
曉
二
貼
、
而
歴
五
庚
申
宋
亡
。
是
故
識
言
鷹
時
、
毎
出
乎
人
之
意
外
。

故
呉
越
令
行
大
風
而
止
、
年
代
深
遠
之
後
、
必
有
出
乎
意
外
之
鷹
也
。

と
論
じ
て
、
臆
見
の
解
を
き
び
し
く
い
ま
し
め
て
い
る
。

二

 

慮

で
、

こ

れ
ら

の
諸

説

に

よ

つ

て
知

ら

れ

る
康

に
、

仰

山

の
識

語

は
、

後

に

は
年

代
深

遠

の
語

に
左

右

さ

れ

て
、

大

風

を
風

穴

と

す

る
説

に
疑

問

が

も

た

れ
、

臨

濟

録
自

腱

に
見

え

る

こ

の
句

の
爽

注

、

「
識

風
穴

和

尚

也

」

の

一
句

を
疑

い
、

こ
の

注

を
以

て
、

圓

悟

(H
O
①
Qo-
H
H
ω
0
)

の
碧
岩

の
提

唱

の
影

響

に
よ

る

も

の

で
あ

ろ

う

と

な
す

説

ま

で

生

れ

る

に
至

つ
た
が

、

實

は

む

し

ろ
碧

岩

第

三
十

八
則

に
見

え

る

こ

の
語
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は
、
今
問
題
の
臨
濟
録
の
爽
注
を
承
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
景
砧
三
年
(一〇ω①)
成
立
の
天
聖
廣
燈
録
は
そ
の
第

十
及
び
十

一
の
雨
巻
に
亘
つ
て
、
現
行
臨
濟
録
の
本
文
の
殆
ん
ど
全
て
を
牧
録
し
て
居
る
が
、
そ
の
第
十
巻
に
す
で
に
こ
の
爽
注
を
存
し
て

い
る
か
ら
で
、
少
く
と
も
當
時
す
で
に
こ
の
爽
注
を
有
す
る
臨
濟
録
の
原
本
が
存
し
て
、
廣
燈
録
の
著
者
で
あ
る
李
遵
筋
は
、
そ
れ
に
擦

つ

た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
又
、
廣
燈
録
の
資
料
と
な
つ
た
臨
濟
録
の
存
否
と
原
型
如
何
の
問
題
は
今
し
ば
ら
く
こ
れ
を
論
ぜ
ず
と

も
、
景
徳
傳
燈
録
第
十
三
、
風
穴
延
沼
の
章
に
見
え
る
次
の
記
載
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
師
ち
、
風
穴
が
嚢
州
華
嚴
院
で
守
廓
侍

者
と
遇
い
、
彼
の
指
示
で
南
院
を
訪
ね
て
途
に
嗣
法
す
る

一
段
に
績
い
て
、

自
後
磨
潟
仰
之
懸
記
、
出
世
聚
徒
。
南
院
法
道
由
是
大
振
諸
方
　
。

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
記
載
は
風
穴
自
身
が
す
で
に
濾
仰
の
懸
記
に
鷹
じ
て
南
院
を
訪
ね
、
そ
の
法
道
を
宣
揚
す

べ
き
使
命
あ
る
の
自
覧
を

有
し
た
こ
と
、
延
い
て
は
當
時
の
人
々
が
そ
の
様
に
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從

つ
て
、
當
時
若
し
臨
濟
録
が

存
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
風
穴
の
晩
年
、
若
し
く
は
彼
の
寂
後
間
も
な
く
、
今
問
題
の
爽
注
が
臨
濟
栽
松
の
話

の
末
尾
に
加
え
ら
れ
て
い

た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
、
こ
の
爽
注
が
加
え
ら
れ
た
と
き
、
臨
濟
栽
松
話
の

一
人
指
南
の
句
は
、
傳
燈
録
の
臨
濟
章
が
傳
え
る

如
き
、
仰
山
、
南
塔
の
語
と
し
て
で
な
く
、

現
存
臨
濟
録
が
示
す
如
き

濾
仰
の
識
語
と
し
て
、

南
塔
の
名
を
削
り
去

つ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
從
つ
て
、
濾
仰
問
答
が
か
く
の
如
き
臨
濟
暉
の
將
來
の
展
開
の
豫
言
と
い
う
形
で
問
題
に
な
つ
て
來
た
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
風
穴
延

沼
の
活
動
に
よ
つ
て
臨
濟
の
輝
が
大
い
に
世
に
知
ら
れ
る
に
至
り
、
遠
く
江
南
の
地
に
ま
で
も
行
わ
れ
、
天
下
の
臨
濟
暉
と
な
る
機
會
を
得

い

た
こ
と
の
反
映
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
以
上
の
様
な
由
來
を
も

つ
臨
濟
栽
松
話
が
臨
濟
の
行
録
申
の

一
段
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
と
い

う
事
實
は
、
逆
に
臨
濟
録
そ
の
も
の
の
史
的
成
立
や
、
そ
の
性
質
を
考
え
る
上
に
極
め
て
重
要
な
手
が
か
り
を
與
え
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
臨
濟
の
行
録
の
最
後
に
位
す
る
所
謂
塔
記
の
段
と
の
關
係
に
於
て
で
あ
つ
て
、
臨
濟
が
遊
方
の
は
じ
め
、
黄
巣
、
大
愚
に
謁
し

元
こ
と
を
言
う
庭
に
、
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其
機
縁
語
句
載
手
行
録

と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
、
塔
記
が
す
で
に
臨
濟
の
行
録
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
臨
濟
と
黄
巣

・
大
愚
と
の
機
縁

と
い
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
三
打
六
十
棒
の
大
悟
の
縁
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
行
録
全
盟
か
ら
言
え
ば
、
今
問

題
の
栽
松
話
も
、
破
夏

の
話
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

古
來
、
こ
の
塔
記
な
る
も
の
は
、
そ
の
末
尾
に

住
鎭
州
保
壽
嗣
法
小
師

延
沼
謹
書

と
あ
る
た
め
に
、
臨
濟
の
直
接
の
弟
子
保
壽
延
沼
が
、
師

の
寂
後
直
ち
に
書
い
て
立
石
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
考
え
ら
れ
て
來
て
い
る

が
、
上
來
考
詮
レ
來

つ
た
如
き
栽
松
話
を
含
む
行
録
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
以
上
、
保
壽
延
沼
を
臨
濟
の
直
接
の
弟
子
と
見
る
こ
と
は
不

可
能
と
な
つ
て
來
る
で
あ
ろ
う
し
、
況
や
又
こ
の
塔
記
は
す
で
に
拙
稿

「興
化
存
奨
の
史
傳
と
そ
の
語
録
」
(輝
學
研
究
第
四
+
八
號
)
に
於
て

指
摘
し
て
お
い
た
様

に
、
更
に
幾
多
の
疑
貼
を
も
つ
て
い
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
今
そ
の
疑
黙
の
重
要
な
も
の
を
睾
げ
る
と
、

(1
)
大

名
府
の
公
構
は
唐
末
の
臨
濟
寂
後
の
も
の
で
な
く
て
、
五
代
の
漢

の
乾
砧
元
年

(㊤轟Oo)
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(2
)
臨
濟
に
蹄
依
し

た
と
云
う
太
尉
黙
君
和
な
る
人
が
、
太
李
廣
記
第
百
九
十
二
に
見
え
る
墨
君
和
と
同

一
人
で
あ
る
と
す
る
と
、
臨
濟
の
時
代
と
三
四
十
年
の

ず
れ
が
あ
る
こ
と
。

(
3
)
塔
記
の
文
章
の
風
格
が
師
の
生
涯
の
大
略
を
記
す
直
接
の
弟
子
の
も
の
と
認
め
難
い
こ
と
。

(
4
)
書
者
保
壽

延
沼
は
、
臨
濟
の
嗣
で
あ
る
寳
壽
沼
と
は
認
め
難
い
こ
と
。

(5
)
遷
化
の
年
時
が
租
堂
集
、
宋
高
僧
傳
、
傳
燈
録
等
の
説
と
異
る
こ
と
等

で
、
そ
の
何
れ
に
も
ま
し
て
、
其
機
縁
語
句
載
干
行
録
の

一
語
は
、
こ
の
一
段
の
文
章
が
風
穴
以
後
の
も
の
で
あ
る
謹
擦
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。か

く
て
、
こ
の
塔
記
な
る
も
の
は
、
臨
濟
の
直
接
の
弟
子
の
作
で
な
い
と
す
る
と
、
必
然
的
に
後
人
の
儒
作
し
た
も
の
と
な
る
が
、
そ
の

前
に
、

一
燈
、
こ
の
一
段
が
成
謂
墓
塔
の
記
と
し
て
の
濁
立
の
塔
記
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
師
諦
義
玄
曹



臨濟栽松の話と風穴延沼の出生54

州
南
華
人
也
に
始
ま
り
、
合
掌
稽
首
記
大
略
と
結
ば
れ
る
こ
の
文
章
は
、
一
見
如
何
に
も
塔
碑
の
如
く
で
あ
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
一

般
通
例
の
塔
銘
や
墓
碑
に
見
ら
れ
る
銘
文
な
く
、
黄
桑

・
大
愚
と
の
機
縁
語
旬
を
行
録
に
ゆ
ず
り
、
更
に
又
邉
化
の
際
の
三
聖
と
の
問
答
を

も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
舘
し
て
い
な
い
こ
の
一
文
を
、
果
し
て
濁
立
の
墓
塔
の
記
と
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
こ
の

一
段
は
臨
濟

の
行
録
の
終
章
と
し
て
、
上
來
の
行
録
に
漏
れ
た
傅
記
の
大
略
を
記
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
か
。

一
盟
、
こ
の

一
段
を
、

「
臨
濟
慧
照
輝
師
塔
記
」
と
題
し
て
行
録
か
ら
濁
立
さ
せ
、
こ
れ
に
住
鎭
州
保
壽
嗣
法
小
師
延
沼
謹
書
の

一
行
と
、
住
大
名
府
興
化
嗣
法
小

師
存
奨
校
勘
の

一
行
を
併
せ
て
別
出
せ
し
め
た
も
の
は
、
明
版
古
尊
宿
語
録
に
始
ま
る
も
の
で
、
宋
版
の
績
古
尊
宿
語
要
の
天
集
で
は
、

一

般
流
布
の
臨
濟
録
と
同
じ
く
、

こ
の
一
段
を
行
録

の
終
章
と
し
て
、
何
ら
の
題
記
を
添
え
て
い
な
い
か
ら
、
少
く
と
も
宣
和
二
年

(Hお
o)

宗
演
の
重
開
の
と
き
に
は
、
右
の
様
式
の
も
の
で
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
但
し
、
績
古
尊
宿
語
要
で
は
存
漿
校
勘
の

一
行
を
存
し
な
い
か
ら
、

そ
れ
が
宗
演
本
に
存
し
た
か
ど
う
か
明
か
で
な
い
が
、
後
述
す
る
様
に
こ
の

一
行
は
む
し
ろ
も
と
流
布
本
と
同
様
に
尾
題
の
外
に
存
し
て
、

臨
濟
録

一
書
が
成
立
し
た
當
初
か
ら
存
漿
の
校
勘
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
な
い
か
と
考
え
る
。

三

庭
で
、
次
に
流
布
本
の
す
べ
て
が
臨
濟
録
の

一
書
全
艦
の
編
者
と
認
め
て
い
る
住
三
聖
嗣
法
小
師
慧
然
集
の

一
行

に
つ
い
て
考
え
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、

以
上
見
來
つ
た
如
く
、

臨
濟
録
の
行
録

(塔
記
を
含
め
て
)
が
風
穴
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

と
な
つ
た
以
上
、
臨
濟
の
直
接
の
弟
子
で
あ
る
三
聖
慧
念
が
こ
の
書
全
髄
を
編
し
た
と
い
う
こ
と
が
疑
わ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
從
つ
て
、
文
献
批
剣
的
に
み
る
と
、
近
時
新
し
く
主
張
さ
れ
て
い
る
大
慧
下
の
雪
峯
慧
然
再
編
読
な
ど
が
生
れ
る
理
由
が
な
い
で
は
な

い
が
、
然
し
叉
、
從
來
の
三
聖
慧
然
編
集
論
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
根
檬
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
少
く
と
も
そ
れ
は
何
時
頃
か
ら
言

わ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
黙
を
吟
味
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
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私
見
に
よ
れ
ば
、
三
聖
慧
然
編
集
読
の
起
り
は
、
臨
濟
録
の
行
録
の
末
尾
に
見
え
る
有
名
な
正
法
眼
藏
の
問
答
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も

つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
農
、
こ
の
正
法
眼
藏
の
問
答
も
亦
た
臨
濟
琿
の

一
宗
と
し
て
の
形
成
と
、
將
來

へ
の
展
望
を
豫
想
す
る
も

の
で
、
歴
史
的
に
は
私
が
本
稿
で
問
題
に
し
來
つ
た
如
き
臨
濟
栽
松
話
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
重
要
な
意
義

を
も
つ
一
段
が
、
景
徳
元
年
(Hoo心
)
に
成
立
し
た
傳
燈
録
第
十
二
の
臨
濟
の
章
に
見
え
ぬ
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
今
日
、
大
正
藏
経
第
五

十

一
巻
に
牧
め
ら
れ
る
傳
燈
録
は
、
元
版
大
藏
本
と
明
版
大
藏
本
を
校
合
し
た
縮
刷
藏
経
に
よ
つ
た
も
の
で
、
臨
濟
章
の
本
文
は
、
爾
本
の

字
句
の
異
同
が
甚
だ
し
い
た
め
に
、
爾
本
を
別
出
し
て
い
る
こ
と
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
中
華
民
國
二
十
四
年
(一㊤ωα)
に
上
海
商
務
印
書

館
が
出
版
し
た
四
部
叢
刊
三
編
に
牧
め
ら
れ
る
も
の
は
古
い
系
統
の
宋
版
三
種
を
補
合
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
大
正
藏
経
所
牧

の
元
版
と
比

較
す
る
と
細
部
に
尚
敷
ケ
所
の
異
同
が
あ
る
。
又
、
同
じ
く
民
國
二
十
四
年
に
上
海
で
出
版
さ
れ
た
影
印
宋
磧
砂
藏
経
第
五

一
一
冊
以
下
に

牧
め
ら
れ
る
も
の
は
、
大
正
藏
経
の
元
版
と
明
版
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
年
北
京
で
出
版
さ
れ
た
宋
藏
邊
珍
に
牧
め
ら
れ
る
金

藏
本
傳
燈
玉
英
集
巻
六
の
臨
濟
章
は
、
全
く
右
の
宋
版
傳
燈
録
に
基
ず
い
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
傳
燈
録
の
諸
本
に
今
問
題

の
正
法
眼
藏
話
の

一
段
を
探
ぐ
る
と
、
四
部
叢
刊
本
、
玉
英
集
本
、
及
び
元
版
等
の
古
い
系
統
の
も
の
に
は
こ
の
話
が
存
せ
ず
、
磧
砂
版
及

び
明
版
に
の
み
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
二
本
は
共
に
臨
濟
録
に
よ
つ
て
こ
の

一
段
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
到
る
。
但
し
、
景

砧
三
年
成
立
の
廣
燈
録
巻
第
十
の
末
尾
に
は
こ
の
正
法
眼
藏
話
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
磧
砂
版
及
び
明
本
は
廣
燈
録
を
承
け
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
廣
燈
録
の
十

・
十

一
の
爾
巻
に
牧
め
ら
れ
る
尚
幾
多
の
機
縁
を
と
ら
な
い
で
、
た
だ
正
法
眼
藏
話
の
み
を
増
加
せ
し
め

て
い
る
貼
は
、
こ
の

一
段
が
臨
濟
の
傳
記
と
、
後
世
の
臨
濟
縄
の
議
展
消
長
の
上
に
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も

の
と
認
め
た
か
ら
で
あ

り
、
逆
に
宋
版
が
こ
の
話
を
牧
め
な
か
つ
た
の
は
、
恐
ら
く
當
時
こ
の
話
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る

と
、
三
聖
が
封
手
と
さ
れ
る
こ
の
正
法
眼
藏
の
問
答
は
、
傳
燈
録
の
成
立
(δ
o蔭
)
以
後
、
天
聖
廣
燈
録
の
成
立
し
た
頃
(Hoω①)
ま
で
の
間
に

世
に
知
ら
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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私
見
に
よ
れ
ば
、
右
の
正
法
眼
藏
話
と
臨
濟
録
の
三
聖
編
集
説
と
は
恐
ら
く
時
を
同
じ
く
し
て
主
張
さ
れ
た
も

の
と
思
う
が
、
先
に
問
題

に
し
來

つ
た
塔
記
の
申
に
、
こ
の
正
法
眼
藏
話
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
事
實
は
、
問
題
の
塔
記
が
作
ら
れ
た
時
期

從

つ
て
行
録
が
成
立

し
た
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
更

に
上
堂

・
示
衆

・
勘
辮

・
行
録
と
い
う
現
存
流
布
本
と
同
じ
組
織
を
も
つ
た
臨
濟
録
の

一
書
が
出
來
上

つ
た
時
期
と
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
住
三
聖
嗣
法
小
師
慧
然
集
と
主
張
さ
れ
た
理
由
を
読
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

此
威
に
至
つ
て
、
再
び
塔
記
の

一
段
を
子
細
に
槍
討
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
更
め
て
住
鎭
州
保
壽
嗣
法
小
師
延
沼
謹
書
と
い
う
自
署
の

一
行
に
注
目
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
塔
記
や
塔
銘
の
題
下
、
若
し
く
は
末
尾
に
は
、
こ
の

一
文
を
撰

し
た
作
者
の
名
が
自
署
さ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
塔
記
に
は
撰
者
の
名
な
く
、
書
者
の
延
沼
の
名
の
み
が
自
署
さ
れ
て
い
る
の
は
如
何
な
る
理

由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
敢
え
て
大
謄
な
推
論
を
下
す
な
ら
ば
、
後
の
何
人
か
が
こ
の
塔
記
の
撰
者
を
以
て
外

な
ら
ぬ
三
聖
慧
然
そ
の
人
と
し
、
延
沼
が
こ
れ
を
謹
書
し
た
と
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
か
。
印
ち
、
臨
濟
録
の

一
書
は
巻
首
よ

り
大
尾
に
至
る
ま
で
所
謂
塔
記
を
含
め
て
、
終
始

一
貫
、
三
聖
慧
然
の
編
集
と
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
右

の
推
定
は
、
現
存
の
如
き
臨
濟
録
の
す
べ
て
を
三
聖
が
編
集
し
、
興
化
が
校
勘
し
、
そ
の
す
べ
て
若
し
く
は
行
録

の
終
章
に
當
る
塔
記
の

一

段
を
保
壽
延
沼
が
謹
書
し
た
と
い
う
こ
と
を
以
て
、
直
ち
に
歴
史
的
事
實
で
あ
つ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
推
定
は
現
形
の

臨
濟
録
の
成
立
を
圓
覧
宗
演
の
重
刊
の
と
き
の
攣
形
と
み
た
り
、
慧
然
を
大
慧
下
の
雪
峰
慧
然
に
擬
せ
ん
と
す
る
推
定
よ
り
も
、
よ
り

一
層

臨
濟
録
な
る

一
書
の
史
的
成
立
と
そ
の
成
立
の
意
義
を
考
え
る
上
に
、
重
要
な
覗
貼
を
提
供
す
る
も
の
で
な
い
か
と
思
う
。

か
く
て
、

現
形
の
如
き
臨
濟
録
の

一
書
は
、

景
徳
傳
燈
録
の
成
立
よ
り

天
聖
廣
燈
録
の
完
成
に
至
る
前
後
約
三
十
敷
年
の
間
に
、

當
初

よ
り
巻
首
に
住
三
聖
嗣
法
小
師
慧
然
集
と
い
う
編
號
を
も
ち
、
巻
末
に
住
鎭
州
保
壽
嗣
法
小
師
延
沼
謹
書
の
自
署

を
も
つ
塔
記
に
至
る
本
文

と
、
巻
尾
に
住
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘
の
校
記
を
附
し
て
、
こ
の
全
髄
を
凡
そ
こ
の
様
な
も
の
と
主
張
す
る
意
圖
の
下
に
世
に
出

で
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
尤
も
、
右
の
時
期
以
前
に
す
で
に
、
臨
濟
録
の
原
本
が
存
し
、
臨
濟
下
の
法
孫
た
ち
の
間
に
傳
授
さ
れ
て
い
た
で
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あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
法
孫
た
ち
の
問
答
や
語
録
の
中
に
、
臨
濟
の
語
の
影
響
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
推
せ
ら
れ

る
が
、
そ
の
原
本
自
膿
が
三
聖
に
よ
つ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
確
め
る
資
料
を
欠
い
て
い
る
。
寧

ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
三
聖
編
集
説
を
疑
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
積
極
資
料
の
な
い
限
り
、
從
來
の
傳
承
に
從
つ
て
、
臨
濟

の
生
前
、
若
し
く
は
寂
後
間

も
な
く
三
聖
慧
然
が
師
の
示
衆
や
問
答
を
記
録
し
た
原
型
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
現
存
臨
濟
録
に
近
い
も
の
で
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

認
め
る
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。
更
に
又
、
大
正
大
藏
経
所
牧
の
元
版
傳
燈
録
巻
九
の
末
尾
を
み
る
と
、
河
東
斐
休
集

の
自
署
あ
る
黄
巣
の
傳

心
法
要
が
牧
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

一
段
は
、
慶
暦
戊
子
歳
(一〇蔭Q◎)
南
宗
の
字
天
眞
な
る
も
の
が
加
え
た
も
の
と
云
つ
て
い
る
か
ら
、

景
徳
元
年
に

一
旦
傳
燈
録
が
完
成
し
て
か
ら
約
牛
世
紀
後
の
こ
と
で
あ
り
、
而
も
天
眞
は
こ
の
傳
心
法
要
を
牧
め
る
に
當

つ
て
、
四
家
録
井

び
に
別
録
に
擦

つ
て
之
を
校
訂
し
た
こ
と
を
附
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
四
家
録
と
い
う
の
は
そ
の
内
容
を
明
か
に
し
得
な
い
が
、
後
世

一
般

に
四
家
録
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
馬
祀

・
百
丈

・
黄
巣

・
臨
濟
の
四
家
を
指
し
て
い
う
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
臨
濟
の
語
録
が
存
し
た
と

見
ら
れ
、
先
に
推
定
し
た
と
こ
ろ
と
相
鷹
す
る
も
の
が
あ
る
。

四

慮
で
、
景
徳
傳
燈
録
の
成
立
よ
り
天
聖
廣
燈
録
の
成
立
に
至
る
前
後
の
時
代
を
、
臨
濟
下
の
法
孫
た
ち
の
史
傳
に
照
合
す
る
と
、
恰
か
も

首
山
省
念
(⑩b。①ー
O㊤ω)、
溌
陽
善
昭
(㊤ミ
ー
Ho漣
)、
石
霜
楚
圓
(㊤c。M-
Hoお
)
等
の
活
躍
時
代
に
相
當
し
、
石
霜
の
下
に
出
た
黄
龍
慧
南

(δ
8

i
一〇8
)
と
楊
岐
方
會
(㊤ONI
HO戯㊤)
の
二
人
に
よ
つ
て
臨
濟
暉
が
大
き
く
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
準
備
時
代
で
も
あ
つ
た
が
、

沿
陽
録
に
見
え
る

次
の
記
事
は
、
こ
の
間
の
清
息
を
傳
え
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
叙
六
租
後
傳
法
正
宗
血
脈
頬
と
題
し
て
、

能
師
密
印
付
観
音
、
百
丈
親
傳
馬
祀
心
、
黄
巣
大
張
臨
濟
咽
、
三
聖
大
畳
解
参
尋
、
興
化
流
津
通
汝
海
、
寳
鷹
曾
窮
風
穴
深
、
首
山

一
脈

西
河
注
、
六
七
宗
師
四
海
欽
云
云
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と
云
い
、
沿
陽
自
身
が
六
租
よ
り
自
己
に
至
る
ま
で
の
傳
燈
の
次
第
を
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
臨
濟
の
嗣
と
し
て
、
三
聖
、
大

　

　

　

　

　

　

　

　

覧
、
興
化
の
三
人
の
名
が
見
え
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
後
世
言
わ
れ
る
如
き
、
臨
濟
-
興
化
ー
南
院
-
風
穴
の
傳

燈
説
が
未
だ
確
立
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
興
化
は
三
聖
と
大
覧
の
助
獲
に
よ
つ
て
臨
濟
の
法
を
嗣
い
だ
と
さ
れ
る
當
時
の
傳
承
を
示
す
も
の
で
、

反
面
に
三
聖
と
大
覧
が
臨
濟
下
の
最
も
有
力
な
弟
子
で
あ
つ
た
こ
と
を
傳
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
聖
や
大
覧
の
法
を
承
け
た

人
々
が
な
お
未
だ
活
躍
し
つ
つ
あ
つ
た
當
時
、
臨
濟
縄
の
傳
燈
を
大
覧

一
人
、
若
し
く
は
三
聖

一
人
に
し
ぼ
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
後
世
言

わ
れ
る
様
に
こ
れ
を
興
化

一
人
に
し
ぼ
つ
て
主
張
す
る
説
は
、
寧
ろ
興
化
の
系
統
に
出
で
た
風
穴
延
沼
-
首
山
省
念
-
沿
陽
善
昭
等
の
偉
大

な
活
躍
に
よ
つ
て
始
め
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

而
も
、
私
が
前
稿

「
興
化
存
奨
の
史
傳
と
そ
の
語
録
」
、

及
び

「
南
院
慧
願
」
な
る
論
文
で
指
摘
し
て
お
い
た
様

に
、

古
傳
で
は
南
院
は

大
覧
の
嗣
と
云
わ
れ
、
大
覧
は
黄
巣
の
嗣
と
も
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、
臨
濟
と
直
接
の
嗣
法
關
係
を
も
た
な
い
如
く
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
更
め
て
大
覧
を
臨
濟
の
嗣
と
し
、
當
時
す
で
に
資
料
の
散
逸
と
機
縁
の
混
同
の
た
め
に
嗣
法
關
係
の
明
か
で
な
か
つ
た
興
化

存
奨
を
、
大
畳
、
三
聖
の
爾
者
と
の
關
係
に
基
ず
い
て
更
め
て
臨
濟
の
法
嗣
と
定
め
、
更
に
南
院
を
興
化
の
嗣
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
新

た
に
臨
濟
以
降
の
宗
統
を
楷
定
し
、
法
系
に

一
大
整
理
を
加
え
る
と
共
に
、
宗
租
臨
濟
の
語
録
を
決
定
し
て
宗
由
の
よ
る
所
を
明
示
し
、
よ

つ
て
一
大
臨
濟
暉
の
宣
揚
を
は
か
ろ
う
と
す
る
氣
運
が
活
濃
に
動
き
始
め
て
い
た
の
で
な
い
か
。
そ
し
て
、
か
か
る

一
大
宗
教
運
動
の
口
火

を
切
つ
た
も
の
こ
そ
風
穴
延
沼
そ
の
人
で
あ
つ
て
、
彼
は
自
ず
か
ら
臨
濟
縄
の
宗
派
的
な
確
立
者
と
し
て
、
す
で
に
古
く
黄
葉
に
よ
つ
て
そ

の
出
現
を
囑
望
さ
れ
、
濾
仰
に
よ
つ
て
問
答
さ
れ
た
懸
記
申
の
人
と
し
て
自
ら
任
じ
、
又
後
の
人
々
に
こ
の
様
に
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
そ
の

記
念
碑
が
、
と
り
も
直
さ
ず
臨
濟
栽
松
話
で
あ

つ
て
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
し
て
自
ら
宗
祀
の
語
録
の
中
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
榮
光
を
負
う

に
至
つ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
從
つ
て
、
以
上
の
如
き
意
義
を
以
て
冊
定
さ
れ
た
定
本
臨
濟
録
は
、
自
か
ら
三
聖
慧
然
が
編
集
し
、
興
化
存

奨
が
校
勘
し
た
も
の
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。


